
桜
蔭
俳
話
会 

十
一
月
句
会
（
第
三
七
〇
回
） 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
五
日
（
日
） 

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）
①
美 

 

【
推
薦
句
】 

 

俺
が
生
き
隣
が
死
ぬ
る
秋
日
和 

 
 
 

 
 
 

眞
壽 

 

お
互
い
の
言
葉
は
飛
礫
秋
の
暮 

 
 
 

 
 
 

幸 
 

唇
と
い
ふ
自
由
不
自
由
文
化
の
日 

 
 

 
 
 

才
美 

 

落
ち
花
梨
深
き
傷
よ
り
匂
ひ
立
つ 

 
 
 

 
 

友
子 

 

門
標
の
文
字
の
う
す
れ
や
夜
半
の
月 

 
 
 
 

幸 

【
修
正
案
】
時
間
性
を
消
す
． 

門
標
の
文
字
の
う
す
れ
や
冬
の
月 

 

戦
時
中
モ
ン
ペ
姿
の
七
五
三 

 
 

 
 

 
 
 

幸 

【
修
正
案
】
時
代
性
を
消
す
．
切
れ
字
の
「
や
」
を
入
れ
て

今
読
ん
で
い
る
句
に
す
る
． 

 
 
 
 
 

戦
中
の
モ
ン
ペ
姿
や
七
五
三 

 

願
事
を
忘
れ
小
春
の
神
参
り 

 
 

 
 

 
 
 

才
美 

 

英
単
語
一
つ
覚
え
て
冬
に
入
る 

 
 
 

 
 
 

明
美 

 

裂
織
の
音
の
艶
め
く
萩
の
花 

 
 

 
 

 
 
 

幸 
 

銀
杏
の
指
よ
り
白
く
干
し
あ
が
り 

 
 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 

ひ
と
気
な
き
渚
あ
ま
た
の
浮
寝
鳥 

 
 

 
 
 

友
子 

 
 体

調
の
す
ぐ
れ
ぬ
日
々
や
冬
来
た
る 
 

か
ほ
る 

 

忘
れ
ま
じ
旅
の
つ
づ
き
の
寒
北
斗 

 
 

才
美 

 

垣
ご
し
の
返
り
花
ま
で
予
後
の
旅 

 
 

才
美 

 

ヘ
ド
ニ
ア
と
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア
お
で
ん
食
ふ 

か
ほ
る 

 

【
感
想
】
知
識
量
が
豊
富
な
先
駆
的
な
句
で
あ
る
．
人
間
の

内
面
に
あ
る
「
ヘ
ド
ニ
ア
と
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア
」
と
，
渾
然

一
体
の
「
お
で
ん
」
と
の
配
合
が
良
い
．
読
み
手
の
創
作
意

欲
を
か
き
た
て
ら
れ
る
． 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
  

【
添
削
句
】 

 

【
原
句
】
よ
く
笑
ふ
膝
叱
り
つ
つ
紅
葉
狩 

 
 
 

才
美 

【
理
由
】
機
知
の
句
で
は
あ
る
が
，
歩
く
を
連
想
す
る
季
語

を
据
え
な
い
． 

【
添
削
案
】
よ
く
笑
ふ
膝
叱
り
つ
つ
天
高
し 

 

【
原
句
】
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
へ
差
し
込
む
冬
日
マ
リ
ア
像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
子 

【
理
由
】
言
葉
の
整
理 

【
添
削
案
】
冬
日
入
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
聖
母
像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【
原
句
】
遅
き
帰
宅
の
玄
関
匂
ふ
煮
大
根 

 
 

 

友
子 

 
 

 

【
理
由
】
言
葉
の
整
理
。 

 

【
添
削
案
】
帰
宅
は
や
午
前
零
時
や
煮
大
根 

 

【
原
句
】
禅
寺
や
落
葉
ひ
と
つ
の
な
き
小
道 

 
 

ヤ
エ
子

【
理
由
】
言
葉
の
選
択
． 

【
添
削
案
】
禅
寺
や
落
葉
ひ
と
ひ
ら
な
き
小
道 

 
 

 
 

【
原
句
】
病
む
友
や
外
泊
許
可
の
初
時
雨 

 
 

 

邦
子 

【
理
由
】
切
れ
字
の
位
置
． 

【
添
削
案
】
病
む
友
の
外
泊
許
可
や
初
時
雨 

１

【
原
句
】
煉
瓦
造
り
の
要
塞
跡
や
石
蕗
の
花 

 
 

ヤ
エ
子 

【
理
由
】
煉
瓦
の
間
の
石
蕗
の
花
を
強
調
す
る
． 

【
添
削
案
】
要
塞
の
跡
の
煉
瓦
や
石
蕗
の
花 

 

【
原
句
】
桜
紅
葉
自
然
の
驚
異
は
さ
む
本 

 
 
 

ヤ
エ
子 

【
理
由
】
自
然
の
驚
異
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
． 

【
添
削
案
】
冬
紅
葉
「
自
然
の
驚
異
」
は
さ
む
本 

 

 

【
原
句
】
マ
ス
ク
す
る
待
合
室
の
二
十
人 

 
 
 

か
ほ
る 

【
理
由
】
人
数
の
特
定
は
難
し
い
． 

【
添
削
案
】
振
り
向
き
し
マ
ス
ク
の
人
や
カ
ウ
ン
タ
ー 

 
 

 
 
 

 

【
原
句
】
短
日
や
故
郷
に
残
る
義
母
一
人 

 
 

 

邦
子 



【
理
由
】
俳
句
で
は
「
義
母
」
．
「
義
父
」
と
は
言
わ
な
い
．

【
添
削
案
】
短
日
や
故
郷
に
残
る
母
一
人 

 

【
原
句
】
不
動
尊
は
渓
谷
の
果
て
花
八
手 

 
 

 

友
子 

【
理
由
】
言
葉
の
言
い
換
え 

 

【
添
削
案
】
渓
谷
の
果
て
の
仏
や
花
八
手 

 

【
原
句
】
軍
港
や
お
や
じ
バ
ン
ド
の
音
秋
天 

 
 

ヤ
エ
子

【
理
由
】
音
は
不
要
． 

【
添
削
案
】
軍
港
の
お
や
じ
バ
ン
ド
や
秋
高
し 

  【
原
句
】
誕
生
日
の
届
か
ぬ
想
い
月
仰
ぐ 

 
 

 

直
子 

【
理
由
】
天
地
を
変
え
て
み
る
． 

【
添
削
案
】
月
仰
ぐ
人
に
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
日 

 

【
原
句
】
秋
潮
や
巨
大
軍
艦
浮
か
せ
を
り 

 
 

 

ヤ
エ
子 

【
理
由
】
言
葉
の
整
理
． 

 
 

」 

【
添
削
句
】
軍
艦
の
巨
大
化
や
ま
ず
秋
の
潮 

 

【
原
句
】
小
春
日
や
バ
ス
停
ベ
ン
チ
シ
ニ
ア
た
ち 

ヤ
エ
子 

【
理
由
】
言
葉
の
整
理
． 

 
 

 

【
添
削
案
】
バ
ス
停
の
シ
ニ
ア
の
杖
や
日
向
ぼ
こ 

 

【
原
句
】
岬
村
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
干
大
根 

 
 

 

友
子 

【
理
由
】
言
葉
の
整
理
． 

【
添
削
案
】
岬
へ
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
大
根 

 

【
原
句
】
冬
隣
リ
ス
ト
ラ
上
手
ゴ
ー
ン
氏
や 

 
 

直
子 

【
理
由
】
言
葉
の
整
理 

【
添
削
案
】
リ
ス
ト
ラ
の
今
は
我
が
身
や
冬
の
月 

 
 
 

 

（
文
責 

代
表 

増
田
守
） 

（
欠
席
投
句 

古
野
明
美
、
恩
田
才
美
、
京
林
眞
壽
、
松
浦

か
ほ
る
） 

 
 
 

 
    


